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多様化する家族と子ども（2）Ｏ本橋

　　　　一児童の家族どのかかわり

児　　童

　令子　久世　妙子　中村　喜美子

に関する自由記述回答の分析一

　【目的】児童は家族との情緒的なつながりを基盤として，両親，きょうだい，祖父母の意

識や行動を模倣し，同一視する。また，しつけなどの社会化への働きかけを受容して成長

する。児童の心情面の発達的変化は自由記述形式の回答から読みとることができる。ここ

では「児童の家族認識の調査」のうち家族に関する自由記述形式の回答を中心に報告する。

　【方法】対象：名古屋市及びその近郊都市刈谷市の小学生2. 4. 6年生，それぞれ267.

Z45名。調査時期:1995年2月. 10月。調査内容：①家族を表すことばを提示して，自由連

想法により記述させた。②父母に対する要望, ③家族以外で世話になった人について，そ

れぞれ自由記述法で回答を求めた。

　【結果】①「お父さん」「お母さん」ということばからイメージする内容は「やさしい」

　「こわい」といった個人的特性が多く，次いで, 「遊んでくれる」「料理を作ってくれる」

といった児童のかかわりから記述していた。祖父母，赤ちゃんについては，全体に無記入

が多い。祖父母との関係は，「遊び」と「」6金，物をもらう」のニ９の形を通して結ばれ

ていた。赤ちゃんについては，家庭に乳幼児のいる児童といない児童の間に差がみられた。

前者では，「ほっぺをひっぱる」「ことばが‘しゃべれない」「お母さんがとられる」など

具体的な記述が多い。②父母に対する要望では，父親には一緒に何かして欲しいといった

接触を求めようとするものが多かった。それに対し母親には児童とのかかわりのあり方に

対する実際的回答が多かった。父母に対して「要望なし」「無回答」も多かった。③家族

以外で世話になった人についての回答には地域差が大きくみられた。

1 Ra-8　　　家族における「子どもの存在」に関する意識構造について
　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　晴美
　　　　　　　　　　　　　　（東京家政学院大）
〈目的〉少子化、高齢化社会における今日の家族は、「子どもの存在」についてどのよう
な意識をもって生活しているのであろうか。本研究では、幼児の父母と大学生とに調査を

実施し、その意識構造の一端を明かにし、現代家族の子ども観について考えたい。
〈方法〉質問紙調査法(共同作成、実施:藤原なおみ）。「子どもの存在は、家族に新た

な目標を生まれさせる」などの23質問項目にたいし5段階評価で回答する。回答結果につい
て因子分析、X2検定、残差分析等を行い考察する。回答者は幼児を養育している父母io7

名、家政学科女子大学生144名、合計251名である
〈結果と考察〉本調査では父母間の有意な差は殆ど見られなかった。　子どもの存在意義
に関する意識は、因子分析により、父母の場合、家族の「新生・活性化」、「社会化」｡

　「生活運営」、「安定・存続化」、学生の場合。家族の「精神的発進」、「生活存在基盤」
　「内的関係発展」、「外的関係発展」､、「安定・存続化」等の因子から成ることが分かり、
父母は現実的、構成的特色、学生は認識的。分節的特色を示していることが明かになった。
父母は特に、子どもの存在をF家族に新たな目標や生きる意味を与え、責任を自覚させ、
家庭内外との交流を活発にさせ、存在そのこ･とで満足である」等と考えている。全体的に
父母の方が回答への肯定度が高く、親の立場から子どもの存在意義をより強く実感してい
る様子が分かり、子育てをする過程において親自身i）子ども観の発逢もなされていくと考
察された。また子どもが「老後の安心」になるかについては、父母も学生も肯定度が他と
比べ有意に低かったのは、現代家族の意識のひとつの側面を象徴しているといえよう。
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